
1971年：日本向けの乗りやすい、やや小柄の車体
にして登場したのがCB500FOURで、4つ折の開く
と大きな横型ポスターになるように工夫されて
いた。シックなカラーリングと丸みのあるデザ
インが好評。1974年に550FOUR、1979年にCB650
FOURに発展するが、隅谷守男が乗り続けたRSC
製ワークスレーサーのベースマシンになった。

1972年：４気筒の最小モデルとして登場したのが
CB350FOUR。小柄で乗りやすいモデルだったが、
加速性能は2気筒のCB350がやや速かったためと
価格面で、絶大なる人気を得るには至らなかった。
カタログは４つ折で裏面は縦長のポスターになっ
ており、直線を走るCB350FOURを空撮したのび
のびしたもので「旅」を意識していた。

1974年：CB350FOURをCB350より速く、か
つスタイリッシュにしたのがCB400FOURで
あった。集合エキゾースト、セミロングタン
ク、後退したステップなど「カフェレーサー」
の要素が盛り込まれ、発売と共にたちまち大
人気を得た。カタログの表紙も「400」と集
合エキゾーストを強調したもので、カタログ
自体の人気も高かった。

1974年：CB400FOURの排気量
は408ccだったため、中型自動
二輪免許に対応させて1976年
には398ccのFOUR-I、FOUR-
Ⅱアップハンドル車を加えた
３車種を生産。クランクシャフ
トの変更や生産性の面でコス
トがかさむようになり、結果
的に400ccクラスのCBは1977
年にCB400TホークⅡにバトン
タッチしたのである。
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1979年：RCBの４バルブや
CBXの生産技術を反映させ
た第二世代CB750が空冷４
バルブDOHCエンジンを搭
載して登場、CB750Kおよ
びCB750Fが勢ぞろいした
カタログが「KING OF
THE WAY」「王者、いま
並び立つ。」として制作さ
れた。メカニズム、性能と
もにクラストップに立ち、
再び「CB時代」に突入し
た瞬間だった。

1978年：12月に空冷４バル
ブDOHCエンジンの第一弾
としてグレートクルーザー
CB750Kが先行発売された、
最初のカタログ表紙には
DOHCエンジン単体写真が
強調されていた。1980年に
はブラックコムスターホイ
ールや、ジュラルミン鍛造
ステップ初装着のCB750C
カスタムエクスクルーシブ
が限定販売され、即時完売
になった。

1979年：６月にホンダファ
ン待望のスーパースポーツ
CB750Fが新たに加わった。
CB750Fはパイプアップハ
ンドルの対米仕様が先行出
荷されていたが、日本向け
のCB750Fは欧州向け輸出
車CB900F、通称「ボルド
ール」と同じジュラルミン
鍛造ハンドルを装着、豪華
なメータパネルや４in２エ
キゾーストの装着などが特
徴的だった。
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はじめに──三訂版実現までの道程

　本書の初版は、1998年4月に刊行されました。1996年頃から製作を開始し、同時に小
関和夫氏に編集参画をお願いして、同氏に重要なCBシリーズの変遷や歴史などについ
て御執筆いただくことになりました。そして1959年に登場したCBの初号機であるCB92
の誕生から、その後登場する数多くのCBについて約半世紀に及ぶ経過をたどるととも
に、ホンダの主力となる歴代のCBシリーズの軌跡をまとめました。また、本田技研工
業株式会社および株式会社ホンダモーターサイクルジャパンのご協力をいただいて、
歴代モデルの開発を担当された方々への取材、収録することも実現しました。また当
時のめずらしい写真や資料なども、コレクションホールからもご提供いただくなど、充
実した内容にすることができたと考えております。関係機関をはじめ、数多くの方々
のご協力をいただいて完成した初版は数年で完売し、8年後の2006年4月には増補新訂
版（二訂版）を刊行しました。このときはカラーページなどを増ページしてより充実を
図り、そしてさらに、CBシリーズを代表するホンダドリームCB750Fourの誕生から50
周年の節目に企画した今回の三訂版は、歴代のCBの中でも最大排気量を誇るホンダ
CB1300SUPER FOURの開発担当者の方々の、2003年と2006年にまとめられた証言を
収め、第16章として増補、編集しました。
　以上のように、本書は20年以上にわたり、多くの方のご協力をいただいて、内容の充
実を図ってまいりました。開発時の体験談などに関しましては、現在ではお聞きできな
い方の貴重な証言も含まれております。こうした点をより臨場感をもってお読みいただ
きたく、第7章、第9章、第13章などは初版の取材記事もふくめて、当時の内容をそのま
ま掲載しております。また第16章でご登場いただいた皆様についても、役職などは当時
のまま記載しておりますことを、あらかじめご了承ください。
　巻末にはホンダドリームCB750Fourの初期モデルの写真と本田宗一郎社長（当時）
による誕生に関する談話を収録しております。名車CBの歴史を感じつつ、皆様にぜひ
楽しんで読んでいただければ嬉しく思います。
　なお、本書の資料やデータ等に関しましては、当時の資料から転載するなど正確性を
追求しましたが、もし差異などがございましたら、適切な訂正を加えますので当該する
資料と共に編集部にお送りいただければ幸いです。

編集責任者　小林謙一

巻末にはホンダドリームCB750Fourのエンジン組図と共に本田宗一郎社長（当時）
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歴史といっても過言ではない。レースでの活躍のみならず、多くのライダー

を魅了したことはもとより50ccから750ccなどのラインナップにより、世間の

流行を左右するほどの広範な影響を持ち続けている。
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第　　　章
CB1300 SUPER FOUR
最先端をいく原点回帰

担当者が語る開発への思い

16

A開発責任者／Bシリーズ開発責任者	����� 原　国隆（はら　くにたか）

A完成車まとめ	������������� 玉村　光央（たまむら　みつお）

Aサウンド担当	�������������� 山中　健（やまなか　たけし）

Aエンジン設計担当	����������� 寺田　幸司（てらだ　こうじ）

Aシャシー設計担当	��������� 福永　博文（ふくなが　ひろふみ）

A走行テスト担当	����������� 下川　浩治（しもかわ　こうじ）

Aデザイン担当	 ����������� 竹下　俊也（たけした　しゅんや）

Bデザイン担当	��������������� 伴　哲夫（ばん　てつお）

B完成車まとめ（テスト総括）	������ 工藤　哲也（くどう　てつや）

（A：出典）CB1300 SUPER  FOUR　PROJECT BIG-1スペシャルブック　2003年1月発行
（B：出典）CB1300 SUPER  FOUR/SUPER BOL D

,
OR　PROJECT  BIG-1　VOL.2　スペシャルブック　2006年3月発行

※肩書き及び内容は当時（出典明記）のものです
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１．CBのフィロソフィーは「感動性能」

開発責任者　原　国隆

幸福感をストレートに伝えてくれる
「自分にとって乗りたいオートバイがないよな」

　そう思ったのが今から12年くらい前。私が40代になったばかりの頃です。

　その当時のHondaの代表的な大型車はCBR1000でした。フルカウル、高出力の高

性能追求モデルです。ある意味でCBRはわかりやすいですね。1km/hでも速く、1馬

力でも多く、というのが目標ですから。

　けれど、高性能追求を否定するわけではなく、個人的に乗りたいのはそれとは異

なったオートバイでした。そういうものを求めたのは、やはり年齢的な部分もあった

でしょう。でも、私はとにかくCBをやりたかった。なぜなら、Hondaに入社したの

もCB750 Fourが好きだったからなんです。実を言うと、はじめてCBと出会ったと

きは、どこのメーカーがつくってるかなんて知らなかった。と言うか、気にもならな

かった。それよりもオートバイそのものにとてつもないインパクトを覚えたんです。

私のオートバイ原体験と言ってもいいでしょうね、CBは。

　多分18歳のときですよ、最初の直4エンジンのCBが出たのは。いわゆるK0と呼ば

れる初期型です。750の排気量を含め、全体の質量を目の当たりにして、なんてデカ

いんだろうと思いました。しかも独創的なデザインでね。圧倒的な存在感に打ちのめ

されて、その強烈な感動が「こういうオートバイをつくりたい」気持ちにさせたんで

す。それでHondaの浜松製作所に入った。何とか潜り込んじゃえば、そのうちCBを

設計できるだろうと思ってね（笑）。

　そうしてやっと開発を任されるようになって、じゃあ何がやりたいかといったら、

これはもうCBしかないわけです。しかもCB750FでCBの歴史が止まっていた。活発

なのはCBRなんだけど、RがつくとこれはCBの根幹ではないんです。枝として伸び

ていったモデルです。それはそれとして、私はやはりCBという太い幹を育てたかっ

た。それは使命感に近いものでした。

　CBというのは、時代の先駆けなんです。テクノロジーにしても、それからのライフ

スタイルの表現手段としても。ライダーが中心にあると言えばいいのかな、もちろん



256

1969年　ドリームCB750Four

1992年　CB1000 SUPER FOUR

1998年　CB1300 SUPER FOUR

2003年　CB1300 SUPER FOUR

サイドケースの新型CB130 0 SUPER 
FOUR専用エンブレム

CB1300 SUPER FOURのエンジン部
（左）とヘッドライト回り（右）

CB1300 SUPER FOURのコックピット。
最新の技術を投入し、新型CBが目指した
のは「感動性能」の探求であった。



編集部より
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■本文17頁に掲載したCB750 FOURについて
CB750FOUR（1969年型）　写真の展示車はホンダコレクションホールでレストアされた
ホンダCB750FOURで、フレームNo. CB750-1004704、エンジンNo. CB750E-1004581とい
う打刻番号のCB750K1以前の初期型。パーツリスト（本田技研工業株式会社発行）によ
ると、CB750の初号機はCB750-1004149（フレーム）、エンジンはCB750E-103566である
ので、この車体は556台目に量産されたことになる。テストコースでの実走行も可能であ
り、動態保存されている貴重な一台。

■打刻号機について
　フレーム号機
 CB750 CB750-1004149～　＊
 CB750K1 CB750-1055209～　＊
 CB750K2 CB750-2000001～　＊
 CB750K4 CB750-2400002～　＊
　エンジン号機
 CB750 CB750E-1003566～1057051
 CB750K1 CB750E-1057052～　＊
 CB750K2 CB750E-2000001～　＊
 CB750K4 CB750E-2341915～　＊

（HONDA CB750, CB750K1, K2, K4,パーツリスト〔発行：本田技研工業株式会社〕より）
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マのメンテナンス入門』（交通タイムス社）、『日本のトラック・バス【いすゞ 　日産・日産ディー
ゼル　三菱・三菱ふそう　マツダ　ホンダ】編』『国産三輪自動車の記録』『日本の軽自動
車』『スズキ ストーリー』『カワサキ マッハ』『カワサキ モーターサイクルズストーリー』『国産
二輪車物語』『日本のスクーター』『日本の自動車アーカイヴス　二輪車1908–1960』『国産
オートバイの光芒』『カタログでたどる 日本の小型商用車』（三樹書房）、他にも雑誌・ムック
など多数を執筆。

■本文17頁に掲載したCB750 FOURについて
CB750FOUR（1969年型）　写真の展示車はホンダコレクションホールでレストアされた
ホンダCB750FOURで、フレームNo. CB750-1004704、エンジンNo. CB750E-1004581とい
う打刻番号のCB750K1以前の初期型。パーツリスト（本田技研工業株式会社発行）によ
ると、CB750の初号機はCB750-1004149（フレーム）、エンジンはCB750E-103566である
ので、この車体は556台目に量産されたことになる。テストコースでの実走行も可能であ
り、動態保存されている貴重な一台。

■打刻号機について
　フレーム号機
 CB750 CB750-1004149～　＊
 CB750K1 CB750-1055209～　＊
 CB750K2 CB750-2000001～　＊
 CB750K4 CB750-2400002～　＊
　エンジン号機
 CB750 CB750E-1003566～1057051
 CB750K1 CB750E-1057052～　＊
 CB750K2 CB750E-2000001～　＊
 CB750K4 CB750E-2341915～　＊

（HONDA CB750, CB750K1, K2, K4,パーツリスト〔発行：本田技研工業株式会社〕より）

編集部より

　本書は1998年の初版制作時より、20年以上にわたり、多くの方々のご好意を賜わりまと

められました。ここに改めて、厚くお礼申し上げます。（順不同・敬称略）

　取材協力／原田義郎　白倉　克　池田　均　秋鹿方彦　佐藤允弥　

　資料協力／本田技研工業㈱ 広報部　松岡洋三　永山清峰　高山正之　三田村　武

　　　　　　ホンダコレクションホール　 青山儀彦　小林　勝　桜谷国雄　神杉　進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木芳樹　山崎　彰

　　　　　　㈱ ホンダモーターサイクルジャパン　森口雄司

　　　　　　MPS　中村英雄／㈳自動車工業振興会資料部資料課　綱蔵　豊

　　　　　　みちのく記念館　小船浩幸

　編集製作／ヴィンテージ・パブリケーションズ　小川文夫

　　　　　　㈲ガルフ・ガルフ　中村　靖

小林謙一


